
 学校祭 １日目（１０/１７） 福養祭 

 

学校祭初日は、福養祭。午前中は、販売とゲームの模擬店タイムで、体育館と教室、プレイルームに 

８つのお店が開店しました。前半と後半に分かれ、お客さんとしてお店をまわったり、お店屋さんとして

お客さんとのやり取りを楽しんだりしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

模擬店（販売・ゲーム） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

看板・作品展示 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 



 

 

学校祭 ２日目（１０/1８） 体育大会 

 

２日目は、赤白に分かれての体育大会。各学部が趣向を凝らした楽しい学部種目や玉入れ・リレー

の全体種目が行われました。学年や学部の垣根を越えて、同じ色の仲間たちと協力しながら、全員が

全力で楽しみながら競技に参加することができました。今年度の総合優勝は赤組でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小高部『ひっぱれ！パズル大作戦！』 
今年の小高学部種目は、体育で学習した「引っぱる」運動がメイン。ひもを引っぱってパズルをゲット！でき

るだけ多くのイラストを完成させた方が勝ちです。ハズレのパズルを引かないように、よ～く見極めてひもを

引っぱった結果…、赤組も白組も 3 つのイラストが完成し、同点に…！こんなときは校長先生の出番です！校

長先生が引いたイラストがラッキーキャラクターとなり、赤組に 1点追加。見事赤組の勝利となりました！ 

 

 

 

小低部『「はたらくくるま」go!go!』 
消防車チーム(赤)とパトカーチーム(白)に分かれて、リレー形式でピンをどれだけ倒せるか競いました！大

きなボールを両手で放り投げたり、片手でボールを持ってねらいをつけて投げたり･･･子どもたちが選んだ

ボールで、それぞれの投げ方を披露しました。たくさんの声援に包まれて、いつも以上に張りきっていた小低

さんでした♪ 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体種目（玉入れ・リレー） 
体育大会も後半戦。これが終われば優勝チームが決まる重要な競技ともあって、児童・生徒は全力で

玉を投げたり走ったりして非常に白熱しました。そして学部を超えて応援の声が響き渡っていました。 

高等部『ペットボトル de モルック！ アドバンス！』 
昨年度実施した『ペットボトルdeモルック』に、新ルールを追加して実施。新ルールは「どちらかのチームが

30点に達した時点でマイナスピンが登場する』というもので、チームリーダーの戦術眼がより重要となります

。試合は、途中まで赤組がリードするも、50点オーバーで痛恨のペナルティ！からの白組が猛追！そして、最後

の一投で、なんと同時に50点達成！という奇跡の試合展開。プレイヤーも観客も手に汗握るナイスゲームで

幕を下ろしました！ 

                                         

 

 

中学部『ひもしか勝たん』 
今年度の中学部種目は『ひもしか勝たん！』。赤白に分かれ、制限時間内に様々な長さの紐を引いてつな

げていく競技です。チャレンジ紐で成功すれば長さが2倍に！当日参加できなかった生徒の特別チャレンジも

あり、会場は大盛り上がり。僅差で赤組が勝利しましたが、両チームとも最後までドキドキワクワクしながら楽

しんでいました。 

                                         

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金曜・土曜と２日間で開催された学校祭。それぞれに楽しみ、思い出に残る時間になりました。 

保護者の皆様、体育大会ではたくさんの温かい応援をありがとうございました。 

風船飛ばし 
全校児童・生徒一斉に風船を飛ばしました。まっすぐ飛ぶものあれば風で遠くに飛んでいくものもあり、児

童・生徒は風船が見えなくなるまでずっと見ていました。 


